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　 １ 件目の手術が終わったらお昼を食べ，午後から ２ 件目の手術を見学します。手術が終わって帰宅するの
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８ ．最後に
　今回，選択実習としてドイツを選んで本当に良かったです。 4 週間，大変貴重な体験をさせていただきま
した。行く前までは心配ごとや不安，緊張が大きく，ドキドキしながら過ごしていました。しかし，ドイツ
について一週間ほどで慣れてきて，先生に質問したり，病棟を見せてもらったりと有意義に過ごすことがで
きました。現地の日本人の先生方には大変お世話になりました。また，その他の医師や看護士さん，麻酔科
の先生方も質問すれば丁寧に答えてくださり，多くの人の優しさに触れることのできた実習でした。多くの
方々に協力していただいたことへの感謝の気持ちは忘れません。
　また，海外で実習を行うことで英語の重要さを痛感しました。今回はドイツに行きましたが，ドイツでも
英語ができればとりあえずなんとかなる（もちろんドイツ語の学習は必須ですが），逆に英語もドイツ語も
できなければ何もできない，ということを肌で感じました。今後医師として活躍していくためには英語は絶
対に必要だと実感することができました。そういったことを知ることができたこともとても貴重な体験でし
た。
　最後に，今回の実習は富山大学第一外科の芳村直樹教授，深原一晃先生，北関東循環器病院南和友院長先
生のご紹介により行うことができました。また，現地の日本人の先生方，病院関係者の方々，など大変多く
の方々にもご協力していただき，この場を借りて厚く御礼申し上げます。
貴重な 4 週間を過ごさせていただきありがとうございました。
　今後，ドイツへ実習に行く後輩の皆さんの参考になれば幸いです。有意義な実習ができるよう願っていま
す。
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